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取扱説明書 

お買い上げいただをまして、ありがとラございました。 

ご使用の前に、製品を安全に正しくお使いいただくため、取扱説明書の 
r 安全上のごミち意」、本文をよくお読みのうえ、説明の通りお使いください。 
取扱説明書は大切に保管して、必要になったとさに繰り返してお読み<ださい。 
本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはできません。 
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安全上のごま 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいた 
だくことを、次のよラに説明しています。記載している表示•図記号についての内容を良 
く理解してか5本文をお読みになり、必ずお守りください。 

■ 表示内容を無視して誤った使いちをしたとさに生じる危害や損害の程度を、なの表示で 
区分し、説明しています。 



盤化 
冒口 

迂局 


このま示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死こまたは 
重傷を負5可能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性び^、 定される内容、および物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


お守りいただ<内容の種類を、なの絵表示で区分し、説明しています。 


A 

處 


A 記号は、注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

® 記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

♦記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場含は電源プラグをコンセントからす友け） 
が描かれています。 


お客様または第云者び、この製品の誤使用-故障-その他の不具合およびこの製品の使巧によって受 
け5れた損害につさましては、法令上の賠償責任び認め5れる場合を除さ、当社は一切その責任を負 
いませんのであ5かじめご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の補償につ 
をましては、当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

-お客様または第王者びディスクなどへ記録された内容の損害 
-録音-再生などお客様または第兰者び製品利用の機尝を逸したことによる損害 









を全上のごを意 



A 警告 

異常のとをは 

設置にごいて 



異常び起きた場合は AC アダプ 
ターを 巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出た 
り、変な臭いや音びしたりした場合は、 
すぐに電源スイッチを切0、 AC アダ 
プターをコンセントから巧を電池を取 
り出す。そのまま使用すると、火災- 
感電の原因とな0ます。煙や、異臭、 
異音び消えたのを確かめてから修理を 
ご依頼ください。 


O AC アダプターの電源プラグは交 
流100ボルトに接続ずる 

この機器は、交流]日日ボルト専巧で 
す。指定の電源電圧じ(外で使用すると、 
火災•感電の原因となります。 

風呂、シャワー室では使用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いとこ 
ろや、水はねのある場所では使用しな 
し、。火災-感電の原因とな0ます。 



電源コード•プラグについて 

Q 電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に巧げたり、ねじったり、引っ張っ 
た0、加熱した0、ステープルや釘な 
どで固定しない。 

電源コードの上に重いちのをのせた 
り、コードを本機の下敷をにしない。 
コードを敷物などで覆ってしまラと、 
気付かずに重いものをのせてしまラこ 
とびあります。 

コードび傷つを、火災•感電の原因と 
な0ます。 

電源コードび傷ついた5(お線の露出、 
断線など）販売店または当社サービス 
窓□に交換をご依頼ください。そのま 
ま使用すると火災-感電の原因とな0 
ます。 

電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し&む 

差し込みび不完全ですと発熱したりほ 
こ0び付着して、火災の原因となりま 
す。また、電源プラグの刃に触れると、 
感電の原因とな0ます。電源プラグを 
根元まで差し込んでをゆるみびあるコ 
ンセントの場合には、販売店や電気工 
事店にコンセントの交換を依頼してく 
ださい。 




機器の上に巧びんやコップなど水 
の入った容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災-感電 
の原因となります。 




機器の上にろラそくやランプなど 
乂のついたちのを置かない 

本機のカノ く一やノネルにはプラスチッ 
クび使われており、燃え移ると乂災の 
原因とな0ます。 


巧用について 



水をかけたりめ6したりしない 

火災•感電の原因とな0ます。 

雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は 
特にごを意ください。 




雷が鳴り始めた5アンテナ線や電 
源プラグには触れない 

感電の原因となります。 


おす入れ 

〇 電源プラグを定期的に清掃ずる 

電源プラグにほこりなどび付着してい 
ると、湿気等によ0絶縁び悪くな0、 
火が-感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントか S 抜いて、 
乾いた巧で取0除いてください。 







必ずお守りください 



八?主 后、 

異常のとをは 

設置について 


落とした5 AC アダプターを抜く 

AC アダプターや機器を落とした0、 
カバーやケースび壊れたりした場合 
は、電源スイッチを切0、 AC アダプ 
夕一をコンセントか S 抜き、点検、修 
理をご巧頼ください。そのまま使用す 
ると、火が-感電の原因となることび 
あります。 


電源コード•プラグについて 



めれた手で電源プラグを巧を差し 
しない 

感電の原因となることびあります。 

電源コードおよび AC アダプター 
を熱器具に近づけない 

電源 コー ドおよび AC アダプターを 熱 
器具（ス I -ーブ、アイ□ンなど）に近 
づけない。ケースやコードの被服び溶 
けて、火が-感電の原因となることび 
あります。 



電源プラグを抜くとさは電源コー 
ドを引っ張5ない 

コードび傷つさ、火が-感電の原因と 
なることびありまず。必ずプラグを 
持って巧いてください。 


設置にごし1て 


0 


温度の局い場が(し置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射曰光 
びあたる場所など、異常に温度び高く 
なる場所に放置しない。本体や部品に 
悪い影響を与え、火災の原因となるこ 
とびおります。 


Q 機器に乗 S ない 

機器に乗ったり、ぶ日下がったりしな 
し、特におモ様にはごま意ください。 
倒れたり、こわれた0して、けびの原 
因となることびあります。 

移動させるときは電源プラグを巧 


移動させるとさは、電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントか日抜き、 
アンテナ線、 スピーカー コード、その 
他接続コード類を全て外す。コードを 
抜かずに移動するとコードび傷つを、 
火災-感電の原因となることびあ0ま 
す。 



〇 機器の接続は取扱説明書に従う 

関連機器を接続する場合は、各々の機 
器の取扱説明書をよ<読み、電源を切 
り、説明に従って接続する。また、接 
続は指定のコードを使用する。あや 
まった接続、指定外のコードの使用、 
コードの延長をすると発熱し、やけど 
の原因となることがあ0ます。 



不を定な場巧に置かない 

ぐ5ついた台の上や傾いた所など、不 
安定な場所に置かない。落ちた0、倒 
れた〇して、けびの原因となることび 
おります。 


0 湿気やほこりのをい場所に置かない 

油煙や湿気の当たる調理台や加湿器の 
そば、湿気やほこ0のをい場所に置か 
ない。火災-感電の原因となることび 
おります。 





を全上のごを意 



A 注意 

ほ用にごいて 

電池にごし1て 



長期間使用しないときは AC ァ 
ダブターを巧く 

旅行などで長期間使用しないときは、 
必ず電源プラグをコンセントか5损 
く。火災の原因となることびあ0ま 
す。 



機器の内部に異物を入れない 

機器の通風子し、開□部から内部に金属 
類や燃えやすいちのなどを差し込ん 
だり、落とし込んだりしない。火災- 
感電の原因となることびあります。 



機器や AC アダプターのケース 
を開けたり改造したりしない 

内部には電圧の高い部分びあり、乂災 
-感電の原因となることびあります。 
点検、修理は販売店または当社サービ 
ス窓□にご依頼ください。 



ディスク挿入 □ に手を入れない 

手びはさまれて、けびの原因となるこ 
とびあります。特にお子さまにはごを 
意 < ださい。 


〇 電池の取り扱いに注意ずる 

次のことを、必ず守って<ださい。 

-極性表示（プラス " + とマイナス"-’’ 
の向さ）にを意し、表示どお0に入 
れる。 

-指定の電池を使用する。 

•使い切ったとさや、長期間使用しな 
いときは、取り出しておく。 

-新しい電池とちい電池を混ぜて使巧 
しなし、。 

-違ラ種類の電池を混ぜて使用しない。 

-充電池と乾電池を混ぜて使用しない。 
■電池は、加熱したり、分觸したり、火 
や水の中に入れたりしない。 

電池は誤った使い方をすると、破裂、 
液をれによ0、火災、けびや周囲を破 
損する原因となることびあります。 
電池を入れたままにしておくと、過放 
電により液びちれ、けびややけどの原 
因となることがあ0ます。 

液びわれた場合は、点検、修理をご依 
頼ください。万一、われたミ夜び身体に 
ついたとさは、水でよく洗い流してく 
ださい。 


0 

0 


レーザー光源をのぞを&まない 

レーヴー光び目に当たると、視力障害 
を起こすことびあります。 


ひび割れディスクは使わない 

ひび割れ、変形、または接着剤などで 
補修したディスクは使用しない。ディ 
スクは機器内で高速に回転しますの 
で、飛び散って、けびの原因となるこ 
とびあります。 



電池は乳幼児の手の届かないとこ 
ろに置く 

電池をあやまって飲み込むおそれび 
あります。ボタン電池などル型の電池 
は特にごを意ください。万一、おモさ 
まび飲み込んだ場合は、ただちに医師 
と相談してください。 





必ずお守りください 


付属品 


1」モコン 

( RC - FO 已] 0 :1個） 


FM 室内アンテナ 
(1 個） 



AC アダプター 
( AC -1833 已 A : ] 個） 



(1 個） 



AM ループアンテナ 
(1 個） 



(1 本） 



スタンド（金具/ビス/説明書：各1 ) 


fl 

Ij ^ 




A ま后、 

音量にごいて 

おす入れ 


0 

0 

Q 


はじめか S 音量を上げずぎない 

突然大さな音び出て、聴力傷害などの 
原因となることびあ0ます。特にへッ 
ドホンをご使用になるとをはま意して 
<ださし、。 

耳を刺激ずるよラな大きな音で長 
時間続けて聴かない 

聴力に悪い影響を与えることがあ0ま 
す。特にへッドホンをご使用になると 
さはま意して < ださい。 

長時間音び重んだげ態で使わない 

スピーカーび発熱し、火災の原因とな 
ることびあります。 


€ 

A 


お手入れの際は電源プラグを巧く 

お手入れの隙は電源プラグをコンセン 
卜か5抜く。感電の原因となることび 
あります。 

定期的に内部の点検、清掃をずる 

3年に]度程度を目安に、機器内部 
の点検、清掃をお勧めします。販売店、 
または最寄のケンウッドサービス窓 □ 
に費用を含めご相談ください。 

内部にほこ0のたまったまま使用する 
と、火災や故障の原因となることがあ 
0ます。 


付属品について 


Ilf ♦み 〇 -06 る" igf 

i 足み oi 0る-0"0 〇 柳細 I 
is 〇 〇 0>0み 一♦化 1 

©i © _¥111_ 







設置ずるときは 


本機を設置するとをのご注意 

•本機を使巧するときは、本体背面に付属のスタンドを取り付けます。取り付け方法は、「付属のスタンドを取り付 
けるには..」をご覧ください（壁掛けで使ラとをは取りがします)。 

• 必ず水平で安定した場所に設置してください。台などの上に設置する場合は、必ず台の強度を確認してください。 

-スピーカーの磁気により、テレビやパソコンの画面に色ムラび発生することびあります。テレビやパソコンから少’ 
し離して置いて < ださい。 




左側 スピーカー 本体部 

本機を壁掛けで使ラときは... 


画' J スピーカーは 左ちとち同じ物です。 

ち側 スピーカー 左ちどちらにでち設置でをます。 


壁掛けには、市販の木ネジを用意します。~^ 

〇壁掛け用巧に合わせて木ネジを安定した柱や壁に 0 本体またはスピーカー背面の壁掛け用巧にネジ 
取り付ける。 をはめ込む。 






///| 卜 > い 取り付けビス間隔 M J / 

/ I を尸本体： 120 mm 

〇 スピーカー：目 Omm 

I 本体背面からの放熱のため、壁の材質によっては変形または変色することびあります。 


機器および AC アダフターを設置するとさは、 UTF のことをお守りください。放熱び十分でないと内部に熱び 
こちり、故障や火災の原因となることびあります。 

• 機器の上面に、放熱の妨げになるちのを置かないでください。 

• あおむけや横倒し、逆さまにして使用しないでください。 

•巧をかけたり、じゅラたん、巧団の上に置いて使用しないで<ださい。 

• 風通しの悪い狭い所で使用しないでください。 

• 機器の上面から、日日 cm 切上スペースを空けてください。 

壁掛けで使ラときは、じ(下のことをお守りください。製品が落下して破損やケガの原因になります。 

-設置する前に壁などの強度を確認してください。ベニア板、石冒ボードなどに取り付けないでください。 

強度等、不明な点がありました5、専門業ちにご相談ください。 

-本体、スピーカーの取り付け巧にネジび確実に固定されていることを確認してください。 

-設置後も、不意な接触などで落下するおそれびありますので、ごを意ください。 


お使いになる前に 


機器はコンセントに容易に手び届く位置に設置し、異常び起さた場合すぐに電源プラグをコンセントから抜 
いてください。また、電源スイッチを切っただけでは機器は電源か5完全に遮断されません。完全に遮断す 
るには、電源プラグを巧いてください。 





音響効果を楽しんでいただくために 


スピーカーの配置によって音は変化します。よりよい音質をお楽しみいただくために、下記を参考にしてく 
ださい。 

-左ちのスピーカーの周囲の環境をでをるだけ同じにする。 

• 左ちのスピーカーの間睛を広げる。 

-鑑賞時の耳の位置と同じ高さに設置する。 


保管とお手入れ _ 

次のよラな場所に置かないでください。 

-直射曰光の当たる場所。 

-湿気やほこりのをい場所。 

-暖房器具の熱び直接当たる場所。 

結露にご注意 

本磯とが気の温度差び大さいと、本磯に水滴（露）び付くことびあります。この現象びおきますと、本機び 
正常に動作しないことびあります。このよラなときには、数時間放置し、乾燥させてからご使用ください。 

気温差の大さいところへ持ち込んだとさや、湿気の多い部屋などでは、特に結露にごミ主意ください。 

巧れた5 

前面パネル、ケースなどびミちれたときは、柔らかい巧でか5ぶきします。シンナー、ベンジン、アルコール、 
接点復活剤などは変色、変形の原因になることびありますので、ご使用にならないでください。 


ステレオ音の 
エチケット 


PPJ 

[冉-〇ェブ-ケット1 


楽しい音楽ち、時と場所によっては気になるをのです。隣り近所への配慮を 
十分いたしましよラ。ステレオの音量は、あなたのわびけ;欠第で大きくもル 
さくもなります。特に静かな夜間には、かさな音でち通りやすいちのです。 
夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましよラ。窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご利巧になるのち一つの方法です。お旦いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましよう。 


著作権について 


放送や CD 、 レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、カラオケテープなど）の音楽作品は、音楽の歌詞、 
楽曲などと同じく、善■(乍権法により保護されています。 

従って、それらから録音したものを売ったり、配ったり、譲ったり、貸したりする場合、および営利（店の 
臣白 M など）のために使用する場合には、善作権法上、権利者の許諾び必要です。 

使用条件は、場合によって異なりますので、詳しい内容や申請、その他の手続をについては「日本音楽著作権協会」 
( JASRAC ) の本部または最寄りの支部にお尋ねください。 


お使いになる前に 











スヒーカーは左ちとを 
同じ物です。左ちどちら 
にでち設置でをます。 
設置媛、余分なスピー 
力ーコードはつード 
リールに巻いておさま 


市販のビデオコードで接続 
I します。 


iPod ドック 


^ J 1111 片 ^ == ci : i ;; 口 i/j D 


•この製品には、付属の電源コードおよび AC アダ 
プター 「 AC -1833 日 A 」（ JEITA 規格•極性統一 
形プラグ付を）をご使用<ださい。 

-付属の電源コードおよび AC アダプターを他の機 
器で使用しないでください。 

火災や感電の原因となります。 


交茄100 V 、 50/60 HZ 
の電源コンセントへ 
コンセントの奥まで確実 
に差し込んでください。 


電源コ-ド 


AC アダプター 


ち 側 スピーカー 


接続のしか 


お使いになる前 










































スピーカーコー ド巧端の処埋のしかた 

コード先端のビニール部分は、ねじりなびら旅去取り 
ます。 


-本な:へのスピーカーコードの巧 D 巧けかた 

スピーカーコードのむを出している先端部分をしっか 
りと差し込んでください。 


AM ループアンテナの接続 

付属のアンテナは室内用です。本機、 TV 、 AC アダプター、電源コードからできるだけ離れたところで、 
受信状態の一番よい方向に向けます。 

-アンテ ナコー ドの巧り付けかた 〇 

AVI アンテナコードをち記のようにして、 [ AM ] 

と [/^ GND ] 端子に接続します。 f 


FM 室内アンテナの接続 

付属のアンテナは室内用の簡易アンテナです。安定した受信のためには、屋外アンテナ（市販品）の接続を 
お勧めします。屋がアンテナを接続する場をには、簡易アンテナは取りがしてください。 


A g 々.| マ、，一十のミ几 S のマ、け音 アンテナエ事には、技術と経験び必要ですので、販売店にごネ目談 
公屋外ノソ了ナのぶ■上のし/王 后、くださし、。アン テナは を配電線から離れた場所に設置してくださ 

し、。アンテナび倒れた場合、感電の原因になることびあります。 

スピーカーの 接続 




お使いになる前に 


み*スピーカーコードの+と一は絶対にショートさせないで<ださい （+ と一のコードを接軸させないでくださ 
〇 い)。極性+と一を間違えて接続すると、楽器などの音源位置びはっきりしない不自然な音になります。 






接続のしかた 


他の機器（市販品）との接続 


I 関達システム機器を接続するとをは、関連機器の取掘説明書をあわせてご覧ください。 

接続コードはすべて確実に差し込んで<ださい。差し込みび不完全な場合は、音び出な<なったり、雑音び発生す 
ることびあります。 


接続上のご注意 


接続は必ずスタンバイ状態時に巧い、接続び終了するまで電源を日 N にしないで 
ください。接続したコード、ケープル類を损くとをは、事前に必ず電源を OFF 
にしてから抜いてください。 


^USB ( USB 機器接続端子） 


US 日フラッシュ;><モ1」一や USB マスストレー 
ジクラス対応のデジタルオーデイオプレー 
ヤーを、本体前面部の [•^ USB ] 端テに接続 
します。 

-機器によっては、認識されるまでに時間びかか 
ることびあります。 

- US 日接続モード選択画面び表示されるモデルび 
あります。「ストレージモード」を選んでくださ 
い。 

- USB 八ブなどを介して USB 機器を認識させる 
ことはでさません。 


デジタルオーディオ 
プレーヤーなど 



US 巨フラッシュメモリー 


□.AUDIO ( D . AUDIO 入力端子） 


デジタルオーディオプレーヤー本体前面部の 

[ D . AUDIO ] 端子に接続します。 

-デジタルオーディオ U ンク対応プレーヤー（ケ 
ンウッド製）を専巧ケープル PNC -1 己0 (別売） 
で接続すると、本機や U モコンを使って操作で 
さまず。 

-その他のデジタルオーディオプレーヤーは、ゆ 
3.5 mm ステレオ S ニプラグ付ケーブル（市販 
品）を使って接続します。 

-お使いにならないときは、ケープルを本体から 
抜いてください。 


ケンウッド製 

デジタルオーディオプレーヤー 


PNC - 150 (別売） 



デジタルオーディオ 
プレーヤーなど 


ステレオミニプラグ付コード(市販品） 


お使いになる前に 







AUX 入力（外部入力端子) 


DVD プレーヤーなどの音芦出力端子を本体背面 
部の [AUX 入力]端子にピンプラグ付ステレオ 
コードで接続します。 


AUX 入;^ 广 C 

# ©"f 可 


DVD プレーヤーなど 


〕包 ...I 


サブウーファープ U アウト 


サブウーファー[アンプ内蔵型: SW -4 日 HT (別 
売）など]を本体背面部の[サブウーファープ 
リアウト]端テにピンプラグ付コードで接続し 
ます。 



PHONES (へッ ドホン端子) 


03.5 mm ステレオミニプラグ付のへッドホン 
を本体前面部の [ PHONES ] 端テに接続します。 
ヘッドホンを接続すると、スピーカーから出 
る音は消音されます。 






各部のなまえと働き 


本体部 




U モコン音 G 
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KENWOOD 


m 


田 


Dm (!) 谓源） 

• 電源の日 N / OFF (スタンバイ)を切り替えま 
す。 

STANDBY/TIMER インジケーター 
♦赤色:スタンバイ状態 
• 糧色:タイマースタンノ くイ状態 

D 回音源切日替え 

TUNER/BAND 

• 音源を [ FM ] 今 [ AM ] の順に切り替えます。 

CD/USB/SD 

♦ 音源をに D ； K [ USB ] 今 [ SD ] の順に切り替 

ふよ9 〇 

D.AUDIO/iPod 

♦音源を [ D . AUDIO ] WiPo 印の順に切り替え 
身 0 

AUX 

• 音源を [ AUX ] に切り替えます。 

H 回 ►/II 

• CD/US 巨機器/ SD / iPod / D.AUDI 曰の再 
生/一時停止をしまず。 

STOP ■ ( 厚止） 

• CD / US 巨機器/ SD / D . AUDIO の再生を停 
止します。 

口团 I ィィ/ 

♦ 巧をスキップします。 

♦ 押し続けると曲を早送り、早戻しします。 

• ラジオを聞いているとさは、放送局を選びま 
す。 

D ▲/▼/◄/► ( マルチコントロール） 

♦ 各種設定を選びます。 

ENTER 

♦項目を決定します。 

a 数き (0— 日 )/ アルファベット (A—Z) 

• 巧や放送局を選びます。 

♦ ファイルサーチのとさ、英数宇をを入力しま 
す。 

H 回 STEREO/MONO 

• FM ラジオのステレオ/モノを切り誓えます。 

〇 RANDOM 

♦ 曲を順不同に再生します。 

a REPEAT/MEMORY 

♦ 曲を繰り返し再生します。 

♦ 放送局を自動または手動でメモ U —します。 


















EQ P.MODE 

♦ プ□グラムモー问こ切り替えます。 

田 CLEAR 

♦ プ□グラムした巧やプ I 」セットした局の設定 
を削除します。 

旧 FILE SEARCH 

• ファイルサーチを設定しまず。 

旧 TIMER ON/OFF 

• 設定したプ□グラムタイマーを日 N / 日 FF し 
まず。 

田 TIMER SET 

♦ 時計を設定します。 

• プ□グラムタイマーを設定します。 

• A . P . S . (オートパワーセーブ)を設定します。 

旧 FOLDER/P.CALL ▲/▼ 

• フォルダを選択します。 

• ラジオを聞いているとさは、放送局を選びま 
す。 

の MUTE 

• 音量を一時的に消音(ミュート)します。 

旧回 VOLUME ▲/▼ { 音量調整） 

♦ 音量を調整します。▲を巧すと音量び上び 
り、▼を巧すと音量び下がります。 

匹!回 X-BASS 

♦ 低音域の音量を強調します。 

の团 SOUND 

• ジャンル別に設定されたイコライヴーカー 
ブを呼び出します。 

m DISPLAY 

• ディスプレイの表示内容を切り替えます。 

BACKLIGHT/CONTRAST 

• ディスプレイの照明、イルミネーションを切 
り替えます。ディスプレイの表示濃度を調節 
します。 

田 SLEEP 

• ス U —プタイ7—を設定します。 

区 ] A ( ドアの開閉） 

• CD ドアを開閉します。 

区 ] SD 力ードス□ット 

m <^USB(USB 機器接続端子） 

回 D.AUDIO (D.AUDIO 入力端子） 


回 PHONES ( ヘッドホン端子） 

• ステレオ S ニプラグ付のヘッドホンを接続し 
ます。 

m リモコン受光部 
面 ] 表示部 ( ディスプレイ） 

因イル吉ネーシヨン 
画 CD ドア 


ディスプレイ部 



ITI 再生しているオーディオファイルの種類や接続機器 
の表示、音質調整などび設定されると点灯します。 
MP3 : MP 3 ファイル 
WMA : WMA ファイル 
USB : USB 機器接続 
iPod : iPod 接続 
PGM :プ□グラム再をモード 
REP : U ピート再生モード 
ALB :アルバム選択モード 
ALL :全巧 U ピート再生モード 
TOTAL : I -ータル時間 
REMAIN :残り時間 
F-SEARCH :ファイル名サーチ 
STEREO :ステレオモード 
RDM :ランダム再生モード 
TIMER :プ□グラムタイマー 
ON :タイマー開始時間 
OFF :タイマー終了時間 
SLEEP :ス U —プタイマー 
EQ :イコライヴー 
X-BASS ； X-BASS (低音強調） 

1 X 1 数字および文字情報を表おします。 

、み • 本夕中のディスプレイ表示は実際の表示と異な 
〇 る場合もあります。 


お使いになる前に 











リモコンを準備ずる 


絶縁シートを矢印の方向に引さ抜いてください。 


1.ストッパーを横に押しなび5、電池ホルダーを引 
を出します。 

' U モコン裏側 



と電池ホルダーにリチウムボタン電池を入れて、ホ 
ルダーを元に戻します。 


©を上にします。 



を 


付属の乾電池は動作チ I ック用のため、寿命び 
短いことびあります。 

電池ホルダーを引を出すとさに、つめを痛めな 
いよラに注意して < ださい。 


電池を交換する場をは、必ず指定の型番の電池をお 
使いください。 

使用電池： 3V リチウムボタン電池 CR2025 

電池ホルダー 


極せ表示+ 



ストッパー電池の型番 


U チウム電池は正しい取り扳いを行わない場合、火災 
を起こしたり、化学咳!質で皮膚をおかされることびあ 
ります。幼児には触れさせないよラに十分ご注意くだ 
さい。また、分解や充電、焼却を行ったり、100度 
上の熱を与えないよラにしてください。交換の際には、 
指定の電池のみをご使用ください。異なる電池を使用 
した場合、火災や爆発の原因となることびあります。 
電池を直射日光（炎天下）や火のそばなど高温となる 
場所に置かないでください。 

発熱■破裂•発火による火災、けびの原因となること 
び态ります。 


本体の電源プラグをコンセントに差し込み、リモコ 
ンの[の]電源を巧すと、電源び日 N になります。 
電源を日 N したら、操作したいボタンを巧します。 
U モコンは本体の U モコン夏光部に向けて使用して 
<ださい。 



.を 


リモコン受光部に直射日光や高周波点灯（イン 
バーター方式等）の壁光なの光び当たると、正 
しく動作しないことびあります。誤動作を避け 
るために設置場所を変えて<ださい。 


C-IP313 


16 



電池を交換するとさは 


操作のしかた 


電池について 


絶縁シートを取り外す 


お使いになる前に 
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スタンバイ状態について 

本磯のに TANDBY/TIME 刊インジケーターび点灯 
中は、マイコン動作のため、微弱な通電び行われて 
います。これをスタンバイ状態といいます。この状 
態のとき、 U モコンで本機の電源を ON にできます。 


ワンタッチオペレーション機能について 

本機は便利なワンタッチオペレーション機能を備え 
ています。スタンバイ状態のとさ、音源切り替えボ 
タンを巧すと本機の電源び ON になります。 


リジューム機能について 

CD 、 US 巳、 SD などの巧を再生中に停止し、再度 
[►/■■] を巧すと再生していた曲の先頭か5再開し 
ます。 


本機の誤作動について 

正しく接続したのに正萬に動作しない場合や、デイスプ 
レイび誤った表示をする場合は本機を U セツトしてくだ 
さい。 （39 ぺージ） 






—時のに消音 （ S ユート）ずる 

I [MUT 曰を巧す。 

■ " MUTE " び表示されます。 

■ ミユート解除ずるには… 

もう一度 [ MUTE ] を押す。（もとの音量に戻り 
ます）または音量の調節をする。 


KENWOOD 


音量を調節する 

I g [ VOLUME ] で調節する。 


な- 

度- 


-音量を 
上げる 

■音量を 

下げる 


=1 音量を 
^上げる 


音量を 

下げる 


■ 



呂 


本体による操作です。 

この表記びある場合は、本体のボタンを押して < ださい。 

U モコンによる操作です。 

この表記びある場合は、 U モコンのボタンを巧してください。 

両方び表記されている場合は、リモコン、本体のどちらでも 
操作びでをます。 


基本的な使いかた 


3 



2 


2 4 


i i 




ei¥i 


0 ( MIN ) 〜40 ( MAX ) の間で調節でさます。 



























電源を ON にずる （ OFF にずる) 


困 己[の ] 電源を押す。 

電源び ON のとをに [の] 電源を押ずと OFF (ス 
タンバイ状態）になります。 


〇音源を切0替える 

各音源の音源切り誓えボタンを巧す。 

I H [TUNER/BAND]/ に D/USB/ 
S SD]/[D.AUDIO/iPod]/[AUX] 

を押す。 


0再生する音源をセットする 

ディスクを入れる場合 

[全]を押す。 " D 日日 R 曰 PEN " と表示されド 
アが開さます。 

レーベル面を手前にして、ディスクをセッ 
卜します。[全]を巧してドアび閉まると 
" READING " と表示されます。 



■ディスクを取り出ずには... 

[全]を巧す。"□日日 R 曰 PEN " と表示されド 
アが開さます。 


USB 機器を挿し込む場合 

挿し化む方向に注意して確実に挿し込んでく 
ださい。 （12 ぺージ） US 日臟器を接続すると、 
" READING " と表示され "USB" び点丹します。 

■ USB 機器を取りがずには… 

停止後、本機をスタンバイ状態にしてか b 
USB 機器を引さ抜きます。 

SD を入れる場合 

SD 力ードを SD 力ードス□ットに「カチッ」 
と音がするまで差し込みます。 



B SD カードのラベル面を上にして、カットされた 
部分びちになるよラに入れます。 


■ SD 力ードを取り出すには… 

停止後、本機をスタンバイ状態にしてから指 
を添えたまま SD カードを押してポップアップ 
した b 引さ抜さます。 

iPod を接続する場合 

iPod を iPod ドックに取り付けます。 （22 ぺ一 
ジ） iPod を接続すると、 " READING " と表おさ 
れ "iPod" び点丹します。 

■ iPod 機器を取り外ずには… 

停止後、本機をスタンバイ状態にしてか5 
iPod を取り外します。 


4再生する 

I g [►/ II ]を押す。 

■停止ずるには… 

再生中に [STOP!] を巧すと停止します。 










CD / USB / SD を再生する 


CD の巧や CD-ROM/CD-R/CD-RW、USB 機器、 
SD カードの巧（オーディオファイル）を再生し 
ます。 


再生でさる曲（オーディオファイル）については「再 
生できるオーデイオファイル」をご覧ください。 （34 
ぺージ） 


曲を聞< 


音源を切0替える 


I H [CD/USD/SD] を巧して 

H " CD "、" US 巳"、または " SD " に切 
り曾える。 


〇再生する音源をセットする 

各音源のセットのしかたは「基本的な使いかた」 
をご覧< ださい。 （18 ページ） 


0再生する 

国目 [^/ H ] を押す。 

CD のとさは最初の巧から再生します。 


オーディオファイルのとさは、フォルダやオー 
ディオファイルを検索して最小ファイルナン 
ノ（一の®か5再生を開始します。 

複数のフォルダやオーディオファイルびある場合 
の再生の順番については、「フォルダやオーディ 
オフアイルの再生順について」をご覧ください。 
(3 已ページ） 


' Q * -再を可自目なオーディオファイルびないとさは、 
〇 再生は開始されません。 

-デジタル HDD オーディオプレーヤーを接続した 
場合は、 HDD システム上、一時停止から再生開 
始したとをに音切れび免生する場合びあります。 


プ□グラムモードで再生する 

巧を好きな順番で聞くことができます。 

•音源を CD 、 USB 、 または SD に切り替え、停止して 
おさます。 


イ " PGM " (プ□グラム再生モード) 
I を選ぶ 


I [P.MODE] を押す。 

巧すたびに再生モードび切り誓わりまず。 


PGM 点巧 


ブ□グラム再生モード 


通萬の再生モード 


〇選巧する 

■ [マルチコント n— ル ▲/▼] または 
隙字]ボタンで®を選び、 [ENTER] 

を巧す。 


入力を間違えたときは、忙 NTE 刊対甲す前に 
[CLEAR] を巧して、再度入力しなおします。 

3□曲まで続けて選曲でをます。 


0再生する 

I g [►/ II ]を巧す。 

■ プ□グラムしたファイルを取り消ずには... 

再生を停止して1」モコンの [CLEAR] を押し 
ます。巧すたびに、最後にプ□グラムした巧 
か5順に1つずつ取り消されます。 

■後か6曲を追加ずるには… 

再生中は、停止してから手順2を操作します。 


■ プ□グラムモードを解除ずるには... 

再生を停止し、 [P.MOD 曰を巧して通常の再 
生モードを選びます。設定したプ□グラムは 
消去されます。 


a - 音源を取りはずしたり電源を曰 FF すると、設定 
V したプ□グラムは消去されます。 










再生中/停止中のボタン操作一覽 

動作 操作 

ディスプレイの 国 再生中に [D に PLAY ] を押す。 

表示切り誓え I 押すたびに表示晴報び切り曽わります。 


CD の場合 


■ 

11:15 

M 


再生中の巧の 
経過時間 


再生中の曲の 
残り時間 

オーディオファイルの場合 

■ 

11:15 

► 



再生中の曲の アルバム名 

経過時間 ファイル名 


m3m>\ 

TOTAL REMAIN I 

CD 全体の 

CD 全体の 

経過時間 

残り時間 

IBBW 

F 001 T 003 1 

タク情報 

アルバム No . 
ファイル No . 


停止 


一時停止 


g 再生中に [ STOPI ] を巧す。 

再生中に [^/ H ] を巧す。 
H 再度押すと解除します。 


[数字]ボタンで選曲し [ ENTER ] を巧す。 

巧番号の指定方法： 7曲目一 [7] を押す。 

]2曲目一[1]、に]を押ず。 

] 03曲目一[1]、[0]、 [3] を押す。 


フオルダの選択* 

早送り/早戻0 

曲のスキップ 

前の巧へ戻る 

曲の頭出し 

ランダム再生 
(順不同に聞く） 


U ピート再生 
(繰り返し聞く） 


I [ F 0 LDER / P.CALL ▲/▼] を巧ず。 

I B 再生中に [1^ イ ] / [►►!] を巧し続ける。再生するときは[►/ II ]を押す。 

国呂 [►►•] 封甲す。 

I g [I イイ ] を連続して 2 回切上巧す。 

I 0 [1 ィ ^] を]回巧ず。 




[ RANDOM ] を巧す。 


押すたびに切り曽わり 
ます。 


[REPEAT/MEMORY] 

を巧す。 

押すたびに切り曽わり 
ます。 


RDM 点 !) a n 消な 


ランダム再生ランダム再生 
します。 を解除します。 


REP . 点口 

► 

REP . ALB * 点な 


1 曲だけ U ピー 

卜再生します。 

アルバムの曲を U 
ピート再生します。 

1 

消打 

◄ 

REP . ALL 点灯 


U ピート再生 
を解除します。 

全曲 U ピート再生 
します。 



オーディオファイルのみ 














ファイルヴーチ 
(オーディオファイルのみ） 

オーディオファイルのファイル名のリストか5 
好きな巧のリスト名を英数字で検索できまず。 

•音源を CD 、 USB 、 または SD に切り曽え、停止して 
おをます。 

-検索に使える文字は英数字のみです。 

^ファイルサーチモードを選ぶ 

I [FILE SEARCH ] を押す。 

"F-SEARCH" び点灯します。 

〇英数字を入力する 


■ [数字]ボタンで、 [ A 〜 Z ]、 [〇〜 9] 

を選択し [ ENTER ] を押す。 

2で宇拟上検索する場をは、繰り返し入力しま 
す。 


検索する 


I [FILE SEARCH ] を押す。 

" SEARCHING " と表示し、ファイルを検索し 
ます。 

対象のファイル名び無いときは "NO FILE " と表 
7J\ しよ 5 0 

I 複数の候補びあるときは... 

I a [I ィィ ]/ [►►!] を巧して選 

S 択する。 


再生する 


g [►/II] を押す。 


iPod を付属の iPod ドックと接続しまず。 

•接続でをる iPod については 「 iPod の取り扳い」をご 
覧ください。 （37 ページ） 

. ドックアダプターは付属していません。 


iPod を取り付ける 


ドックアダプターを取0付ける 

iPod に付属または市販のドックアダプター 
を使って iPod ドックに装着します。ドック 
アダプターのス U ッドびある側を契にして、 
「カチッ」と音がするまで巧し込んでください。 



ドックアダプタ—を取りがすには... 

ドックアダプターの ス IJ ッ ドに、マイナスド 
ライバーなどを差し込んで上に引さ上げて取 
りがします。 



iPod を取0付ける 

iPod にカバー和ケースなどのアクセヴ U —を 
付けたまま本機に取り付けることはでさませ 
ん。必ず取りがしてください。 



Pod を再生ずる 


CD/USB/SD を再生ずる 


音楽を聞く 










み.ドックアダプターを取り付けないで本機に iPod 
〇 を接続すると、コネクタ部び劣化または破損ず 
るおそれびあります。必ずドックアダプターを 
ご使用ください。 

- iPod の旅去差しは、ていねいに行ってください。 

•本機の電源び ON のとさは、 iPod を取り付けると 
iPod の充電をすることびでをます。 

-お使いの iPod のソフトウェアを、最新のバージョ 
ンにアップデートしてください。 

- iPod のが部ビデオ出力設定は、 iPod 側のセッ 
ティングび必要です。 iPod を本機から取り列し 
て iPod でビデオを再生するとをは、設定を戻し 
て < ださい。 


iPod の曲を聞く 

本機やリモコンで iPod を操作しまず。 


音源を iPod に切0替える 

I H [ D . AUDIO / iPod ] を押して 

S " iPod " に切り誓える。 


〇 iPod を接続ずる 

iPod ドックに iPod を取り付けます。 

iPod を接続すると、 "iPod IN " と表示され 
"iPod" び点灯し iPod を再生します。 

■再生しないときは… 


再生中/停止中のボタン操作一覧 


動作_操作_ 

再生中に [►/■■] 


一時停止 


H 対甲す。 

困 m 再度押すと觸除しま 
す。 


アルバムのス 
キップ 


早送り/早戻り 


巧の 

スキップ 

前の曲へ 
戻る 

巧の頭出し 


ランダム再生 
(順不同に間 <) 


U ピート再生 
(繰り返し間く） 


[ FOLDER / 
P.CALL ▲/▼] 

を巧す。 



再を中に [1-^ ィ] 
/ [►►!] を巧し 

続ける。 




[►►1]を巧す。 


[I イイ]を連続し 
て2回政上押す。 



口，[ I イイ] 

S す。 


を1回巧 


[ RANDOM ] を巧 

す。押すたびランダ 
ム再生をオン/オフし 
まず。 


[ REPEAT / 

MEM 日 RY ] を巧す。 

押すたびに一曲/全 
曲/觸除の順に切り 
替わります。 


I g [►/II] を巧す。 


a - iPod を取り付け、または取りがしする前に、必 
〇 ず接続するオーディオ機器の音量をルさくして 
ください。 

•本機へ接続している間は、 iPod で設定した音量 
は無効になります。 

•再生中は iPod を取りがさないでください。故障 
の原因となります。 

- iPod のモデルによっては、操作でをない機能び 
态〇ます。 


■ 前のアルバム/次のアルバムの曲を聞くには… 

• iPod (nam 第4世代、 Classic など)は… 

iPod 本体を操作して、アルバム、アーティストな 
どから"全曲/すべて"を選択して再生する。 

• iPod touch は... 

iPod touch 本体を操作して、トラック U スト表お 
画面で、曲を選択する。 





ラジオ放送を聞く 


FM/AM の放送局を選んで聞をます。 


ラジオ放送を聞く 

イ " FM " または" AM " に切り替える 


圍 g [ TUNER / BAND ] を押す。 

巧すたびに受信バンドが切り誓わります。 

|fm バンド 

AM バンド 


TUNER 

FM 

▼ ▲ 

TUNER 

AM 


放送局を自動でメモリーさせる 
(オートプリセット） 

受信状態の良い放送局を自動的に選び、放送局を 
メモリーします。 

-音源を FM または AM に切り曽えておをます。 


オートプ U セツトを設定ずる 


I [ REPEAT / MEMORY ] を押し続ける。 

夏信状態び良い放送局びメモ U —されます。 
放送局びメモ U —されると、プ U セット番号 
P 0 1を寅信した状態になります。 


〇放送局を選ぶ 

メモリーした放送局か S 選ぶ場ち 
(プリセツトコール） 


メモ U — した放送局をプ U セツトま号を FM 
( TO ] 〜 P3 日） /AM (TOl 〜 P] 日）から選 
びます。 

I [ FOLDER / P.CALL ▲/▼] を巧す。 

ボタンを押し続けるとプリセツト番号を約0.已秒 
の間隔で切り替えることびでをます。 

プ U セツト番号を直接入力することをでをます。 

■ [数字]ボタンで選ぶ。 

プリセツト番号ド27の場合^に]、 [7] 
を押す。 


メモ U —していない放送局か5選ぶ 

场口 

放送局を選びます。 


モノラルモード（ステレオ/モノ） 

FM ステレオ放送の受信状態の良くないとさにモ 
ノラルモードにすると、ノイズが軽減されて聞を 
やす< な0まず。 


イ " STERE □"または" M 日 NO " に切り 

I 替える 


I [ STEREO / MONO ] を押す。 

巧すたびに寅信モードび切り誓わります。 

I ステレオモードで受信します。 


STEREO 


モノラルモードで受信します。 



[ I イイ]/ [►►!] を巧す。 


ボタンを押し続けると放送局を自動受信しま 
す。 


a -選局中は音び出ません。 

W • ステレオ受信すると" STERECr び点なします。 











放送局を手動でメモリーさせる 
(マニュアルプリセット） 

受信中の FM/AM 放送局をプ U セット番号を指定 
してメモリーしまず。ずでに放送局を記憶させて 
あるプリセット番号に重ねて記憶させると、新し 
い設定に変更されまず。 

• FK/I 30局、冉 M ]0局分の放送局をメモ U —でをます。 


メモリーした放送局を削除する 

メモ U —されている放送局のプリセツト番号を 
指定して削除しまず。 

-音源を FM または AM に切り曽えておをます。 


イ削除したい放送局をプリセット 
I 番号から選ぶ 

国 [FOLDER/P.CALL ▲/▼] を巧す。 


メモリーしたい放送局を受信する 


受信した放送局を確定する 


プリセツト番号を直接入力することちでさます。 

■ [数字] ボタンで選ぶ。 

プ U セット番号 P1 1の場合一[1]、[1] 
を押す。 



[REPEAT/MEMORY] を巧す。 


3 メモリーさせたいプリセツト番号 
を FM ( P 01 〜 P 3 日 ） /AM ( P 01 
〜 PIO ) を選ぶ 

I [FOLDER/P.CALL ▲/▼] 対甲す。 


2 削除したいプ U セツト番号を 
再確認する 

■ に LEA 刊対甲す。 


9削除ずる 


プリセツト番号を直接入力することもでをます。 

■ [数字] ボタンで選ぶ。 

プリセツト番号ド27の場合^ [吕]、 [7] 
を押す。 


A 放送局を ><モリ ーさせる 


I [ENTER] 对甲す。 

続けて記憶させたいとさは、手順]〜4を繰り返 
します。 


■ "CLEAR?" と表示されている間に 
[ENTER] 対甲す。 

選択した放送局は削除されます。削除したプ 
U セットチトンネル政降は前に詰められます。 

例）プリセット11の■■局を消した場合 



29 I 30 

★★局 I ♦参局 



29 I 30 
••局 lyeviHz 


空いてしまラプリセツト番号には自動的に 
FM76MHZ、AM 己31 kHz び記憶されます。 


-プリセツトしても電波状況び悪い場合は受信で 
〇 をません。 












デジタルオーディオプレーヤーを再生する 


本機に接続したケンウッド製デジタルオーディ 
オプレーヤーを再生します。 

-接続可能なケンウッド製デジタルオーディオプレー 
ヤーについては 「 D . AUDIO の取り扳い」、をご覧くだ 
さい。 （3 巨ページ） 


曲を聞< 


機器を接続する 

[D.AUDIO] 入力端子に別売の PNC -1 日0 ( ケ 
ンウッド製デジタルオーディオプレーヤー専 
用ケーブル）で接続すると、本機や U モコン 
で機器を操作でさます。 （12 ページ） 

接続する機器の取扱説明書ちあわせてご覧< 
ださい。 


〇音源を" D . AUDI □"に切り替える 

I a [D.AUDIO/iPod] を巧して 

H " D . AUDIO " に切り曾える。 


3 接続した機器の電源を入れ、再生す 
る 


再生中/停止中のボタン操作一覧 

動作 操作 


停止 



再生中に 

B [STOPB] 对甲す。 


一時停止 


再生中に [►/■■] 

I E ，， を押す。 

イ S 再度押すと觸除し 
まず。 


フオルダのスキッ 
プ 


[FOLDER/ 
P.CALL ▲/▼] 

を押す。 


早送り/早戻0 I 0 

ファイルの P „ 

スキップ ■百 

前のファイルへ n 

戻る 困白 

ファイルの頭出し I g 


再生中に [ I イイ] 
/ [►►!] を巧 

し続ける。 

[►►1]を巧す。 

[ I イイ] を連続 

して2回政上巧 
す。 

[1ィ^] を1回 

巧す。 


接続した機器によっては操作でさないをのもありま 
す。 





外部機器を再生する 


本機に列部機器を AUX 入力に接続して再生しま 
ず。 


が部機器を再生する 


外部機器を接続ずる 


本体背面の [AUX 入力] 端テにが部機器を接続 
します。 （13 ページ） 

接続するが部機器の取扳説明書をあわせてご覧< 
ださい。 

本機と列部機器の電源を必ず OFN こして接続して 
<ださい。 


〇音源を" AUX " に切り替える 

I g [AUX] を巧す。 


接続した外部機器を再生する 





C - IP 3 



音質を調整する 


X - 目 ASS を選ぶ 


n 目 [ X - BASS ] を押す。 

巧すたびに次の順で切り替わります。 

低音域び強調されます。 

X - BASS を OFF します。 

X - 巳 ASS び設定されると" X-BASS" び点灯し 
よ9 〇 


BASS 

ON 


BASS 

OFF 


好みの音を作る 








本機の設定を変更ずる 


時計を設定する （ CLOCK ) 

本機の時間を設定します。 


タイマーセツトモードにずる 


[TIMER SET ] を巧す。 


" CLOCK " を選択ずる 


[マルチコント□—ル ◄/►] で選択し 
[ ENTE 刊を巧す。 


"CLOCK SETTING " を確定ずる 


[ ENTER ] を巧す。 


時、分を設定ずる 


時、分の順に設定します 

■ [マルチコント□—ル ▲/▼] で 
選択し [ENTE 刊を押ず。 

設定すると "C 日 MPLETE" と表示され自動的に 
セツトモードを終了します。 


Q -電源プラグを差しなおしたり停電びあった場合 
〇 は、再度、時計を設定してください。 

-時計の精度には若干の誤差びありますので、 
定期的に時計を合わせることをお勧めします。 


ス U —プタイマーを設定ずる 
( SLEEP ) 

音源を聞いている最中や聞く前に、スリープタ 
イマー （1 日分か5最大90分まで)を設定ずると、 
設定時間後に再生を終了して自動的に電源を 
OFF します。 

^ス U —プタイマーを設定ずる 

.国 旧 LEEP ] 対甲す。 

押すたびに設定時間び切り誓わりまず。 

▼ ▲ 

▼ ▲ 

▼ ▲ 

▼ ▲ 

a ス U —プタイマーを30分に設 
定した場合。 

ス U - プタイマーび設定されると "SLEEP" び 
点灯します。 

■設定後、スリープタイマーの残0時間を確認 
ずるには... 

I [ SLEEP ] 封甲す。 

タイマーの鶏り時間を3秒間 
表术します。 

に LEEP] を巧すと、残りの時間を起点として 
スリープタイマーの設定を巧ラことがでさま 
す。 


ちつと使いこなす 











本機の設定を変更ずる 


プ□グラムタイマーを設定ずる 
(TIMER) 

プ□グラム予約によって指定した時間に、ラジオ 
放送や CD、SD、USB 機器などを聞くことがで 
さます。 

プ□グラムは1つ設定巧能でず。 

• 時計を正確な時間に合わせておいてください。「時計 
を設定する （ CLOCK )」 をご覽ください。 （29 ページ） 

^タイマーセツトモードにずる 

I [TIMER SET] を押す。 

〇 " TIMER " を選択ずる 


タイマー動作モードを設定します 

I [マルチコント□—ル ◄/►] で選択し 
[ENTE 刊を巧す。 

VOLUME で設定した音量で再 
生します 

▼ ▲ 

AI PLAY を実行します。 

AI PLAY のとさは V 日 LUME で設定した音量 
値まで徐々に上げていさます。 

設定すると " C 日 MPLETE " と表示され自動的に 
セツトモードを終了します。 

プ□グラムタイマーび設定されると "TIMER" 
び点灯します。 

電源を OFF にする 


[マルチコント n— ル イ /►] で選択し 
[ENTER] を押す。 


プ□グラム項目を選び決定ずる。 


時刻、音源、音量の順に設定します 

■ [マルチコント □— ル ▲/▼] で選択 
し [ENTE 刊を巧す。 


g [の] 電源を巧す。 


ON TIME 
OFF TIME 
SOURCE 

■ 

VOLUME 


開始時刻を選ぶ。 TIMER ON " 
び点滅します。 

■終了持刻を選ぶ。 TIMER 
OFF " び点滅します。 

音源を選ぶ。 CD 、 US 日、 SD 、 
iPod . FM 、 AM から選択しま 
す。ラジオ （ FM . AIVl ) のときは、 
プ U セツト番号を選択します。 

再生する音量を選ぶ。 


STANDBY/TIMER インジケータが糧色に 
点灯します。 


@ -タイマー動作中は TIMER " び点滅します。 

^ •電源プラグを差しなおしたり停電びあった場合 
は、再度、時計を設定してください。 （29 ページ) 


I 設定したタイマーを解除 （OFF) または再設 
定 （ON) ずるときは... 

I [TIMER ON/OFF] を巧す。 

ボタンを巧すたびにタイマー設定を ON / 曰 FF 
しよ9 0 


電源を ON にして設定してください。 


I 設定項目を移動ずるときは... 

■ [マルチコント□—ル ィ /H を巧 

す。 


ちつと使いこなず 













つと使いこなす 







































本機の設定を変更する 


省エネモードを設定する 
(A.P.S-) 

A . P . S . とは AUTO POWER SAVE (才ートノ 
ワーセーブ)の略で、電源が ON で CD などが停止 
状態のまま3日分总上何ち操作しなかった場合、 
自動的に電源が OFF になる機能です。 

^タイマーセツトモードにする 

I [TIMER SET] を押す。 

〇 " A . P . S ." を選択する 


[マルチコント n— ルイ /►] で選択し 
[ENTE 刊を巧す。 


省エネモードを設定する 


[マルチコント □— ルイ /►] で選択し 
[ENTE 刊を押す。 


省エネモードを、 ON します。 


A.P.S. 

ON 


A.P.S. 

OFF 


省エネモードを、 OFF します。 


設定すると" C 日 MPLETE " と表示され自動的に 
セットモードを終了しまず。 

I A.P.S 力の N のときは... 

本体び政下の条件であるとき動作します。 

音源に TUNER 、 iPod 、 D . AUDIO 、 AUX び選択 
されていて、音量び O ( MIN ) でボタン操作びなし、 
場合 

音源に CD 、 USB 、 SD び選択されていて、 CD 、 
USB 機器、 SD び停止中でボタン操作びない場合 

A . P . S . び動作すると電源び曰 FF になる約1分前か 
らディスプレイに" A . P . S ." を点滅表示します。 


ちつと使いこなず 







知っておいていたださたいこと 


本機で使えるメディア 


メディア 

説明 



US 日フラッシュ 

USB 

メモ IJ 一 

USB マスストレージクラス 
対応デジタルオーディオ 
プレーヤー 



SD/SDHC 力ード’ 

SD 

miniSD ™ カード 


micro SD/SDHC 
力ード 


[•^ US 己]端子には 、 USB フラッシュ メモ U —や USB マスストレージ 
クラス対応のデジタルオーディオプレーヤーがの機器を接続しないでく 
ださい。万一、他の機器を接続して発生した故障や破損、データの損失 
などについては、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
了承 <ださい。 


己] 2 M 巨〜 32 G 目の SD / SDHC 力ードび使用でをます。 
miniSD / microSD 力ードは専巧アダプターび必要でず。 
マ J レチメディアカード （ MMC ) は使巧でをません。 



巿販の CD 

-コピーコント□ール付を CD など、 CD の規格に準拠していないディスク 


CD - DA のフオースツトで 

は再生でをない場合びあります。 

CD 

記録した 

-書き込み時にファイナライズ処理をする必要びあります。 

CD - R / 仁 D-RW 

• CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW ディスクを記録した機器や記録状態、また 
使用している CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW の種類によっては本機で再生 


MP 3/ WMA を記録した 
CD-R 日 M / CD - R / CD-RW 

でをない場合びあります。 


メ 

y 

テ 


ン 

ス 


ディスクに書き込むときのご注意 


•パケットライト方式や UDF (Universal Disc Format ) 方式で記録されたディスクは再生できません。 

-ディスク書き込み時は、必ずセッションク□ーズまたはファイナライズしてください。セッションク□ーズまたは 
ファイナライズしていないディスクは、正しく再生でをない場合びあります。 

-書き込みソフトの仕様によっては、書を込まれたフオルダ名やファイル名び正しく表示されない場合びあります。 

-マルチセッションディスクや、フオルダを多く含んでいるディスクを再生する場合、再生び始まるまで通背のディ 
スクよ0時間びかかることがあ0ます。 

•同一のディスクに、オーディオファイルと CD ( CD-DA フオー マット）を書き込むと正しく再生でをません。 
•オーディオファイルをディスクに書き込む前に、書き込みをするパソコンで、ファイルび正しく再生されることを 
確認してください。書さ込みび終わったら、書を込まれたファイルび正しく再生されることを確認してください。 

-オーディオファイルのファイル名には正しい拡張デ（ mp 3, wma ) を付けてください。拡張テび付いていないファ 
イルは再生されません。また、オーディオファイルでないちのにはお張子 （ mp 3, wma ) を付けないでください。 
拡張子については、「再生でをるオーディオファイル」をご覧ください。 （34 ページ） 
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知っておいていたださたいこと 


再生でをるオーディオファイル 

本機は拟下のオーディオファイルび記録された CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW 、 SD 、 USB 機器を再生できます。 


MP 3 ファイル 

ファイルフオーマット： MPEG ] /吕冉 ucHo Layer 3 
お51モ： . mp 3 

サンプリング周液数： 48/ 44.1/32/ 24/ 22.05/16/ 
12/11 .02 已/ S kHz 
ピットレート： 8 kbps 〜320 kbps 

WMA ファイ J レ 

ファイルフォーマット： 

Windows Media ™ Audi □準拠 

Jl£3i 子： .wma 

サンプ U ング周液数： 48/ 44.1/32 kHz 
ピットレート： 48 kbps 〜]日2 kbps 
- Windows Media ™ Player 9しツ降の、切下の機能を 
使用して作成したファイルは再生でをません。 

- WMA Professional 
- WMA Lossless 
- WMA Voice 

ディスクフォーマット 

ISO 96色0 Level 1 
ISO 9660 Level 2 
Joliet 


その他の注意事項 

前記の規格に準拠したオーディオファイルでち、ディ 
スクの特性、記録状態などにより、再生でをない場合 
びあ0ます。 

エンコードしたソフトの仕様や設定によっては、再生 
でをない場合びあ0ます。 

DRM (デジタル著作権管理）付をファイルは、再生 
でをません。 

VBR (Variable Bit Rate :可変ビットレート）で 
エンコードされたオーディオファイルは、対応ビット 
レートの範囲がになることびあります。このよラな対 
応範囲がのビットレートのオーディオファイルは再生 
でさません。 


その他の注意事項 

オーディオファイルのファイル名には正しい拡張子 
Cmp 3. wma ) を付けてください。拡張子び付いてい 
ないファイルは再生されません。また、オーディオファ 
イルでないちのには拡張子（ mp 3， wma ) を付けない 
でください。拡張子については、「再生でをるオーディ 
オフアイル」をご覧<ださい。 


SD / USB 対応ファイルシステム 

FAT 16 
FAT3 呂 

ファイル数制限 

最大フォルダ巧： 2 已已 
最大ファイル巧：日日日 

表示でをる最大文字数 

フォルダち： 9文字 
ファイルち： 3□文字（拡張子含む） 

タグ表示(タイトル/アーティスト/アルバム）： 

MP 3 ID 3 タグ/ WVI 冉コンテンツプ□パティ： 30文字 
( ID 3 vl . O / ].1/2. 2/ 2.3 対応） 

-表示でをない文字は正しく表示されないか、または 
"-"び表示されます。 











フオルタや才ーテイオフアイルの再生順について 

才ーディオファイルは、まず、 Root (ルート）にあるものか!5再生されまず。 

次の図は、本機がフォルダやオーディオファイルを選択ずる順番を表したちのでず。 
実際の再生順は、曲の記録された順番や使巧するソフトにより異なることがあります。 
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フォルダ構成例 


■ 再生順 


] 曲目 

1 .mp3 

細目 

2.mp3 

3曲目 

3.mp3 

4曲目 

Fl_l.mp3 

己曲目 

Fl_2.mp3 

巨曲目 

F2_l .mp3 

7曲目 

F4_l .mp3 

8曲目 

F4_2.mp3 

目曲目 

F5_l .mp3 

10曲目 

F5_2.mp3 

11曲目 

F6_l .mp3 

12曲目 

F6_2.mp3 

1細目 

F6_3.mp3 


メンテナンス 








知っておいていたださたいこと 


CD の取り扱い 


□• AUDIO の取り扱い 


取り扱い上のお願い 

-再生面にふれないよラに持ってください。 

-ディスクアクセサリー（スタビライヴー、保護シート、 
保護1」ングなど）は使わないで<ださい。 

-シールやラベルびはびれたり、のりびはみ出している 
CD は使わないでください。 

-紙やシール、ラベルを目占らないで<ださい。 

-銷筆やボールペンなどで字を書かないでください。 

本機で使用でをるディスクについて 

- CD 、 CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW 、 CD - EXTR 冉の音 
声部分び再生でをます。 

CD-R 日 M/CD-R/CD-RW ディスクについて 

-レーベル面に印刷可能な CD - ROM 、 CD - R 、 CD-RW 
を使苗すると、レーベル面び貼り付いてディスクの 
取り出しびでをなくなることびあります。本機の故障 
の原因となるため、このよラなディスクは使巧しない 
で < ださい。 

CD ディスクのご注意 


取り扱い上のお願い 

必ずケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーに付 
属の取撤説明書をご覧 < ださい。 

使用でさる D.AUDI 日について 

本機または U モコンでケンウッド製デジタルオーディ 
オプレーヤーをコント□ールするには、別売の PNC - 
150 (ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー専 
用ケーブ^レ）び必要です。 


接続可能ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー 


HDD オーディオ 
プレーヤー 

モリーオーディオ 
プレーヤー/レコーダー 

HD 60 GD 9 

MGR - A 7/ MG-E 已02 

HD 20 GA 7 

MG - E 已 04/ M 2 白 D 已已 

HD 30 GA 9 

M 2 GD 己 0/ MTGD 己已 

HD 30 G 巨吕 

M ] GD 50/ M ] GB 5 

HD 10 GB 7 

M 己12巨目/ M 1 GC 7 


M 吕 GC 7/ M 己] 2 C 已 


2009年6月現在 


^许ち P 芦3；のマークび入ったディスクをご使用くださ 
1111 Jk)L^ し、。このマークび入っていないディスクは 
rnGHALAUDID 正しく再生でをない場合びあります。 


•再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転していま 
す。ひびや欠けのあるディスク、大を < そったディス 
ク等は絶対に使用しないでください。プレーヤーの破 
損、故障の原因になります。 

-円形ながの形をしたディスクは、故障の原因になりま 
すので、ご使巧にならないで < ださい。 

- 8 cm CD アダプターは使巧でをません。 


CD の保管について 


長い間使用しないとをは、本磯から取り出し、ケース 
に入れてイ呆管してください。 


CD がちれたとさは 


SD 力ードの取り扱い 

取り扱い上のお願い 

-必ず SD カードに付属の取扱説日月書をご覧ください。 

mini SD、micro SD 力ードについて 



. 巿販の専用アダプターに取り付けてから使用します。 
挿入方向は SD カードと同じです 


ディスクに指紋や巧れびついたとをは、柔らかい布な 
どで、放射状に軽くふを取ってください。 

レコードク U —ナーやシンナー、ベンジン、アルコー 
ルでふかないでください。 














iPod の取り扱い 

取り扱い上のお願い 

• 必ず iPod に付属の取振説明書をご覧ください。 

使用でさる iPod について 

-付属の iPod ドックで接続します。本機からコント□一 
ルできる iPod は切下の通りです。 （2009 年巨月現在） 
Made for 

• iPod nano (1 st 呂 eneration ) 

• iPod nano (2 nd generation ) 

• iPod nano (3 rcl generation ) 

• iPod nano (4 th generation ) 

• iPod (4 th generation ) 

• iPod with video 

• iPod classic 

• iPod touch (1 St generation ) 

• iPod touch (2 nd generation ) 


USB 機器の取り扱い 

取り扱い上のお願い 

-必ず各機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

-本機に US 日機器は付属していません。 

•本体前面部の[•く HJSB ] 端子は US 日2.0 (Full 
speed ) 対応です。 

- US 巨八ブを介して USB 機器を使用することはできま 
せん。 

使用でさる USB 機器について 

使用でさる USB 磯器の種類や使用方法には1；(下のよ 
ラな制限びあ0ます。 

- US 巨マスストレージクラス対応であること。使巧す 
る US 巨機器び US 巨マスストレージクラスに対応して 
いるかどラかは、販売店にお問い合わせください。 

-最大消費電琉び「已〇 0 mA 」 し乂下であること。 

上記切列の US 日機器を使用するとファイルび正常に 
再生でをない場をびあります。また上記規格に準拠 
した US 日機器でち、種類や状態によっては正常に再 
生しない場合びあります。 


免責事項について 

. ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー / SD カー 
ド/ USB 機器/ iPod の使巧状況によっては、なをして 
ある巧容び失われる場合びあります。保存してある内 
容び失われたことによる損害について、当社は一切そ 
の責任を負いませんので、ご了承 < ださい。 


輸送時または移動時のご注意 

本磯を輸送または移動する場をは下記の操作を行つ 

てくださし、。 

OUSB 機器などの外部機器を取り外し、ディスクを 
取り出します。 

©音源を" CD " にして [►/■■] を巧し、" N 0 D 旧 C " び 
ディスプレイに表示されるのを確認します。 
©数秒偶待ち、電源を OFF にします。 

〇その他外部磯器び接続されている場をは、電源び 
曰 FF になっていることを確認してからケープルを 
抜いて < ださい。 


メモリーバックアップについて 

電源プラグをコンセントか b 抜いても各種設定は、 
保持されます。保持される内容はし U 下の設定です。 
-音源切り曽ぇ 
-音量の設定 

- SOUND 、 X - 巨 ASS の設定 
- TIMER SET の設定内容 
• チューナー設定 
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—メンテナンス 






故障かな？と思った 5 


調テび悪いと故障と考えびちですび、サービスに依頼する前に、症状にあわせて一度チェックしてみてくだ 
さい。 

アンプ部-スピーカー部 


症状 

処置 

参照ページ 

音び出ない 

-コードを正しく接続しなおす。 

• 音量を上げる。 

-消音を解除する。 

-ヘッドホンび差し込まれているときはプラグを损く。 

10〜13 

18 

18 

13 


-ヘッドホンプラグび正しく差し込まれてしぶか確認する。 

13 

ヘッドホンから音び出ない 

• 音量を上げる。 

18 


-消音を解除する。 

18 

電源び OFF する 

•省エネモード （ A . P . S .) び ON に設定されている。 

省エネモード （ A . P . S .) を OFF にする。 

32 

時刻び表示されない 

• 時計を設定する。 

2白 

タイマーび作動しない 

• 時計を設定する。 

29 

-プ□グラムタイマーの開始時刻と終了時刻を設定する。 

30 

チューナー部 

症状 

処置 

参照ページ 


-アンテナを接続する。 

11 

放を局び受信でをない 

-受信バンド（受信モード）を合わせる。 

24 


-受信したい放送局の周波数に合わせる。 

24 


-外部アンテナを道路から離して設置する。 


雑音び入る 

-本機の周辺にある電気器具の電源を切ってみる。 

-テレビから離す。 

— 

プ U セットコールびでをない 

-ちラー度、自動で放送局をメモ U する。 

24 

-受信でさる周波数の放送局をマニュアルプ U セットする。 

2已 

US 己宜15 

症状 

処置 

参照ページ 

USB フラッシュメモ U - や USB マ 

- USB フラッシュメモ U - を正しく差し込む。 


スストレージクラス対応のデジタル 

- US 巨ケープルを正しく接続する。 

12 

オーディオプレーヤーを接続してち 

- USB マスストレージクラス対応のデジタルオーデイオプレー 

音び出ない 

ヤーの電源び入っているか確認する。 













CD 部 


症状 

処置 

参照ページ 


-レーベル面を手前にして、正しく入れる。 

19 

CD を入れても再生でをない 

-ディスクの巧れをふさとる。 

36 


-ディスク表面に付いた露を蒸発させる。 

36 

音声び出ない 

-[►/ II ]を押す。 

19 

-ディスクの巧れをふさとる。 

36 

音とびびする 

-オーディオファイルび壊れている場合は再生できない。 

-本機で再生できるオーディオファイルか確認する。 

34 

再生で去ないオーディオファイルび 

-オーディオファイルび壊れている場合は再生でをない。 

34 

技る 

-本機で再生できるオーディオファイルか確認する。 

再生するまでに時間びかかる 

-フオルダ数やファイル数びをいときは再生するまでに時間びか 
かる場合びある。 

— 

タグ情報び正し < 表示されない 

-本機で表示でさるタグ情報を確認する。 

34 

iPod / D.AUDIO 端子に接続した機器 

症状 

処置 

参照ページ 

iPod またはケンウッド製デジタル 

. ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤーのとをは、専巧接 

12 

オーデイオプレーヤーび1」モつン/ 

続ケープル PNC -1 己0 (別売）で接続する。 


本体で操作でをない 

-対応モデルかどうか確認する。 

3巨、37 

リモコン部 

を状 

処置 

参照ページ 

U モコンで操作でをない 

• 新しい電池に交換する。 

• 操作範囲内で操作する。 

16 

本機をリセットずるには 

を状 

ここをご確認ください-処置 


電源び曰 N のときの接続コードの损き差しや、列部からの要因により本機び誤作 
動することびあります。次の手順に従い、本機を U セットしてください。 U セットす 


ると、各種の記憶の容は消滅し、お買い上げ時の状態となります。 


本機び誤作動する（操作でさない、 
表示部の誤表おなど） 

〇本体の の （ 電源） を押してスタンノくイモードにします。 

0 本体の [ SOUND ] を2砂 ULL 巧し続けます。 



"FACTORY RESET 円 N 旧 HED " と表示されたら、数砂待ってから電源 


プラグをコンセントから扳きまず。本機び1」セットされます。 
0電源プラグをコンセントに差し込みます。 


















用語集 



用語 

意味 

CD-DA 

CD のこと。 CD - DA ディスクは一般的にに D 」 と呼ばれています。 

MP 3 

独 Fraunhofer 1にび開発した音声圧縮方式のひとつで、人間の聞き取りにくい部 
分のデータを間引くことによって高い圧縮率を得ることびでを、 CD 並みの音質を 
保ったまま約1/11 (128 kbps ) に圧縮することびで去ます。 

PCM 

正式名 「Pulse Code Modulation 」 の略称です。音声などのアナ□グ信号をデ 
ジタルデータに変換する方式の一つ。 CD ( CD - DA ) は PCM 方式を利用しており、 
サンプ1」ング周波数は 44. 1 kHz です。 

USB 

ノてソコンと周辺機器を接続するインターフエースの規格です。本機は USB 1.1.2.0 
に対応しています。 

US 巨从ブ 

複数の USB 機器を同時に接続するためのアダプター。 

US 巨マスストレージクラス 

USB 機器をノ くソコンで制御するための規格。まむくソコンに接続した USB 機器び、 
パソコン側から外部記憶装置として認識されること。 

V 巨 R (可変ビットレート） 

音楽の情報量に合わせて、ビットレートを変化させて割り当てるち式。 

WMA 

米国マイク□ソフト社び開発した音声圧縮符号化方式 [Windows Media ™ 
Audio 」 の略称です。 

サンプリング周波数 

アナ□グ信号からデジタル信号への変換を1砂間に何回行ラかを示す数値。 CD の 
場合は 44. 1 kHz 。 一般的にサンプリング周波数び高いほど高音質となります。 

タグ ( TAG ) 情報 

タイトル名、アーティスト名、アルバム名、ジャンルなど、オーディオファイルに書を 
込まれている情報です。 

ビットレート 

1砂間にどのくらいの情報量びあるかをおす数値。ビットレートび高いほど高音質と 
なじます。 


メッセージ表の一賣 




ディスプレイ表示 

意味/処置 

N 0 DISC 

CD ディスクび入っていない。 

N 0 iPod 

iPod び接続されていない。 

NO US 巨 

USB 機器び接続されていない。 

USB 機器び接続できない。 

一電源を OFF にして、再度電源を曰 N にする。 

NO SD 

SD カードび挿入されていない。 

SD カードび検出できない。 

一電源を OFF にして、再度電源を曰 N にする。 

NOT SUPPORT 

USB 機器び接続できない。または SD カードび検出できない。 

一電源を OFF にして、再度電源を曰 N にする。 






保 iE とアフターサービス 


よ<お読み<ださい 


保証書 

製品には保証書び添付されております。保証書は、 
必ず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確か 
めの上、販売店から受け取っていたださ、内容をよ 
くお読みの後、大切に保管してください。 


保証期間 

保証期間は、お買い上げの曰より1年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水 
没など、不適切なご使用による故障の場をは、保証 
期間内でも有料となります。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 


修理に関するご相談な S びにご不明な点は 

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い 
上げの販売店または最蓄りのケンウッドサービスセ 
ンターにお問いをわせ<ださい。（お問い合わせ先 
は、「ケンウッド全国サービス網」をご覧ください。） 


修理を依頼されるとさは 

「故障かな？と思ったら」に従ってお調べいただき、 
なお異常びある時は製品の使用を中止し、必ず電源 
プラグを抜いてから、お買い上げの販売店または最 
寄りのケンウッドサービスセンターにお問いをねせ 
<ださい。 


補修用性能部品の最低保有期間 

当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造巧 
ち切り後8年保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 


保証期間中は 

保証期間中は保証書の規定に従って、お買い上げの 
販売店またはケンウッドのサービスセンターび修理 
をさせていただをます。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 


出張修理/持込修理 

「出張修理」、「持込修理」のどちらび適用されるか 
は臟種によって異なります。保証書の記載をご確認 
ください。出張修理を依頼される時は、次のことを 
お知らせ < ださい。 

-製品名 

• 製造番号 (Serial No .) 

-お買い上げ年月日 
-故障の症状（で去るだけ具体的に） 

-ご住所（ご近所の目印等ち併せてお知らせください） 

-お名前、電話番号、訪問ご希望曰 

保証期間が過ぎているとさは 

保証期間が過ぎて いる 時は、修理すれば使用できる 
場合には、ご希望により有料で修理させていただき 
ふ9 0 

修理料金の仕組み 

(有料修理の場をは、次の料金をいたださます） 
技術料： 

製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理およ 
び付帯作業にかかる費用です。技術者の人件費、技 
術教育費、測定機器等の設備費や、一般管理費など 
び含まれています。 

部品代： 

修理に使用した部品の代金です。その他、修理に付 
帯する部材等を含む場をちありまず。 

出張料： 

製品のある場所へ技術者を派遣する場をの費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場含びあります。 

送料： 

郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修 
理などを行ラにあたって、お客様に負担していただ 
く場をびあります。 
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ケンウッ ド全国 サービス 網 


修理などアフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービ 
スセンターへお申しつけくださし、。 

2009年巨月現在 


札幌サービスセンター 

雨004-000日 

札幌市厚別区厚別東已条] T 目2-吕目 

巧 

(011)807-3003 


1 東化 1 

仙台サービスセンター 

雨 984-00 11 

仙台市若林区六 T の目西町 8-1 斎喜センタービル 1 F 

巧 

(022) 288-3538 


1関ま•信越 1 

さいたまサービスセンター 

雨 331-0812 

さいたま巿北区宮原町1 -2 □吕 

巧 

(048) 778-8714 

干葉サービスセンター 

雨 277-0081 

柏市富里 1-2-1 

巧 

(04)7163-1441 

横浜サービスセンター 

雨 226-8525 

横お市緑区白山 1-16-2 

巧 

(04 巳） 939-6242 

新漏サービスセンター 

雨配 0-0 日23 

新漏市中央区姥ケ山 1-5-37 

巧 

(025) 287-7736 

目黒サービスセンター 

雨 153-0042 

目黒区青葉台 3-17-9 



(修理持込専用窓 □) 電話でのお問合せはカスタマーヴポートセンターにて承ります。 




1中部•甲州 1 

名ち屋サービスセンター 

雨 481-0041 

北名ち屋市九之坪鴨田121-] 

巧 

(0568) 24-1644 

静岡サービスセンター 

雨 420-08 16 

静岡市莫区畜谷己-色1-] 

巧 

(054) 262-8700 

金ミ尺サービスセンター 

雨 921-8062 

金ミ尺市新保本 4-6 日-17 

巧 

(076) 269-2935 


I 近畿•四国 1 

大販サービスセンター 

雨 532-0027 

大脈市淀川区田川 2-4-28 

巧 

(06) 日 390-800 日 

高松サービスセンター 

雨 760-0068 

高松市松島町 3-1 

巧 

(087) 835-2413 






1 中国 1 

広島サービスセンター 

雨 731-0137 

に島市安佐南区山本 1-8-23 

巧 

(082) 832-2210 


1 九州 1 

福岡サービスセンター 

雨 812-0031 

福岡市博を区沖お町1 1-10 サンイースト福岡1 F 

巧 

(092)283-6675 

鹿児島サービスセンター 

雨 890-0063 

鹿児島市鴨池吕 -1 已 -1 0パレス鴨池1 F 

巧 

(099) 251-6347 

沖縄サービスセンター 

雨日日 1-2101 

浦添市西原 4-3 巨-17雌)物琉吕 F 

巧 

(098) 874-9010 


■ サービスセンターの営業時間のご案内 

受付時間10:00〜1狂00 (±曜、日曜、祝日および当社休日は休ませていただをます） 

(各サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることびありますのでご了承ください。） 
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北海道 


カスタ マーサボートセンター 

■ 商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用<ださい。 

ナビダイヤル〇已7 日-日 10-1 14 (―般電話-公衆電話 か 5 は、どこから でち市内通話料金でお問い合わせび巧能です) 
携帯電言舌、 PHS 、 IP 電話占、 らは日 4巳-4已 0-8 白白 日 FAX 日 4已 -4 己 0-2287 

受付時間月曜〜金曜目:30〜18:00 

±曜 日: 30 〜 12:00、13: 日日〜 17:30 (日曜、祝日および当社休曰は休ませていただきます） 

住戸斤〒221 -8528 巧奈り I 県横お市巧奈 j 11区守屋町 3- 12 
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定格 


[アンプ部] 

実巧最大出力 . 10 W + ] 0 W ( J 曰 TA 8 0) 

入力端モ（感度/インピーダンス） 

D . AUDIO / AUX 入力 . 300 mV / 10 kQ 

出力端デ（レベル/インピーダンス） 

サプウーファープ U アウト出力……1 V/ lOkQ 


[チューナー部] 

FM チューナー部 

受信周波数範囲 . 76.0 MHz 〜日0.0 MHz 

アンテナインピーダンス . 75 0不平衡 

AM チューナー部 

受信周波数範囲 . 已3 ] kHz 〜] .602 kHz 


[CD プレーヤー部] 

読み取りち式 

. 非接輔光学式読み取り（半導体レーヴー) 

D / A コンバーター . 1ビット 

才ーパ’ーサンプリング . 8 fs (3 已吕 .8 kHz ) 


[スピーカー部] 

エンク□-ジャー . バスレフ方式 

スピーカー . 86 mm コーン 型 

インピーダンス . 8 0 

最大入力 . 10 W 

最大列形寸法 . 幅] 30 mm 

高さ吕38 mm 
奥行] 33 mm 

質量（重量） .1.0 kg (] 本/正味) 


本製品は 「JIS C 目]日00 -3-2 適合品」です。 

-これらの定格およびデヴインは、技術開発に伴 
い予告なく変更することびありまず。 

• 極端に寒い（水び凍るよラな）場所では十分な 
性能び発揮でをないことびあります。 


[USB 部] 

対応 US 巨機器 . US 目マスストレージクラスデバイス 

インターフェイス … USB 2.0 (Full speed ) US 巨 ]. l 互換 

対応ファイルシステム . FAT 16/32 

供給電流 . 最大己00 m 冉 


即部] 

対応 SD カード 

. SD / SDHC 、 min 倍 D 、 microSD / SDHC 力ード 

mini SD/micro SD は専用アダプタび必要でず。 
マルチメディアカード MMC は使用で去ません。 
対応ファイルシステム . FAT 16/32 


[電源部-その化] 

付属 AC アダプター 

. DC 1 8 V ( AC 100 V 、已〇 Hz /60 Hz ) 

定格消費電力 （ AC アダプターを含む） . 20 W 

待機時消費電力 .0.7 W 拟下 

最大がお寸法 . 幅190 mm 

高さ238 mm 
高さ約3已〇 mm ( CD ドアオープン時） 
奥行143 mm 

質量（重量） .1.4 k 昼(正味) 


Windows Media は、米国 Microsoft Cor 日 oration の米国 
およびその他の国における登録商標、または商標です。 


SDHC □コ■は商標です。 


iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc. の 
商標です。 


「Made for iPod」 とは、 iPod 専用に接続するよう設計され、 
アップルび定めるせ能基準を満たしているとデべ□ッパに 
よって認定された電子アクセサリであることを示します。 

アップルは、本製品の機能および安全および規格への適をに 
ついて一切の責任を負いません。 


その他のシステム名、製品名は、一般的に各開発メーカーの商標 
または登録商標です。なお、本文中では TM、 ⑥マークは明記し 
ていません。 





























t お電話による使いかた-商品に関するご相談 


カスタマーヴポートセンター 

夏付時間月曜日〜金曜日日:30〜18:00 

±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

み日曜、祝日及び当社休日を除く 


因の05700 10-114 

5-1? Iyi 3 u ® ※一般電話•公衆電話か日は、市内通話料金でご利用いただけます。 


•携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは 045-450-8960 
• FAX 045 -4 呂 0-2287 


ホームぺージのヴポート情報について 

製品に関する一般的なご質問などをホームページにて、情報提供して 
います。ご活用ください。 

http :// www . kenwood . co . jp / faq / 


修理などアフターサービスについて 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国 サービス 網」をご参照のラ 
え、最害りのサービス窓□にご相談<ださし、。 


KENWOOD 


株な会なクンウ I ッド 

干 192-8 已2己東京都ノ、王子市石り旧 J 29白 7-3 







付属のスタンドを取り付けるには... 

Installing the stand/ Installation du support/ Installieren des Stdnders 
Installeren vande standaard/ Installazione della base/Instaladon del soporte 


曰本語 

本機を使用ずるとをは、本体背面に付属のスタンドを 
取り付けまず僵掛けずるときは取り外しまず)。 

English 

Attach the stand provided with the main unit. 
(Before wall-mounting the main unit, remove the 
stand from its rear.) 

Fran^ais 

Fixez le support fourni avec I'appareil. (Avant de 
fixer I'appareil 自 un mur, retirez les suppo け s 自 
rarriere de I'appareil.) 

Deutsch 

Bringen Sie den mit dem Hauptgerat mitgelieferten 
Standeran. (Vor derWandanbringung des 
Hauptgerats nehmen Sie die Stander von dessen 
Ruckseite ab.) 



Nederlands 

Bevestig de meegeleverde standaard aan het 
hoofdtoestel. (Voor u het hoofdtoestel aan de wand 
kunt bevestigen, moet u de standaarden van de 
achterkant verwijderen.) 

Italiano 

Applicare la base in dotazione aN'unita principale. 
(Prima di installare I'unita principale, rimuovere gli 
appoggi dal suo retro.) 

Espanol 

Coloque el soporte provisto con el cuerpo principal. 
(Retire los soportes de su parte posterior antes de 
montar la unidad principal en una pared.) 



^_ y 
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